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第3図の（d）は内部円筒上に取り付けた小さい反射鏡で，

第1図　　　　　　　　　　　　　外部円筒（a）の回転により・その内部の空気粘性のため内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部円筒が或る角丈それに連れて回転し，光源よりの光を

・・信州大学繊維学部　絹糸物理研究室　　　　　　　　　　　この反射鏡で反射せしめ，遠い鉛直幕上にその影を写し
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岡・鋼で内部陥を1Tilつた囎・請釦1で1／il部円徽個ゴ易合

　　　実　験　番　号　1
針金のねじれ角（radian）

針金のねじれ角から求めたモーメγト（dyne－cm）

外部円筒の角速度（radian／s）

空気粘性で内部円筒に与えるモー一メソト（dyne－cm）

1

0，0184

　4．36

1弱．0

　4．50

2

O．021

　4．70

177．5

　5．53

・　　・1・．・
　　　　0．0234　i　　　O．136

　5，23　’　　　　O，74

200．0　　　 38．6

　　　i6・　24　10・72

〔｝，140

0．76

41，9

0，78

〔｝．！62

0．92

51．1

⑪．95

　　　　　　　　　結　び　　　　隅隈轍輪・「1勺關鰹灘｛を・繍峨動軸伊F究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の…・∫1力ともソiftり慰玉ゐとkl；．ず為r，

表のモー・ソトに於て針金の断Ti・tiが姻と朧して・　灘ズ、，イ1職に蜘て図聯1　騨醐鰍・裕，嬬田

その剛性率・翻埆から求めた靹・ントと・郷F嚇　麟1荊君並びに辮光勲）宵川鵬執｛㌃嚥心に側鋤

の1亘1転か腔気のせん1辮・lr惟により内部円i纏號祉　下さ硫こ耽こ蹴1釈御綱・・燃ぺる嬬燃ゐ。

・・ ＜¥トとの間にかなりの網進カミあり，特に外部F」筒の

醐鞭の大きい獄きな違いを生じている．之は陥　　　　　参潴SC献

内の空気が遠心力を生じE［！力藻が1腺て鑑気湘しや圧　　｝1糞木脚伽応用流体学，（1　942）

力波の起きることや，内部円筒の末端効；麹1（End　effect）　　　MムRKu凹RI愛πNlllR：1〕ef（，rlnation　ancl　Flow（：1．949）

から生じたためかも知れない。りん冑銅の爽験の方は外　　　G．W．　Sac）T’r　Br，AIIu　A　Survey　of　general　ailcl

部円簡が低速度で実験を行つたため，前潜より多少よい　　　　　　　　　　Applied　Rhe（，logy．（工949）

結果が劾れている・この点微小換りカを求めるには好　宋広恭聯S・i・ntifi…dT・・h・i・・1・1）・p・・s（1934）

都合・である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　以上の結果のみからは之を薄二接繊維のような微小換．り

力測maご使用することは未だ白｛言が捨⊂ない。　’SS際繊維　　ln・rd・r　t・st・dy　the　y・r・twi・t－－setti・g・th・P・ten－一

類の糸条の横断耐填門でもなく又一1繭面形でもなく　ti・1・ne・gy・t…d・p　P・・u・it・。1・n・e　and　the

その上全長に亘つて相当の不均質カミ想像され，従って第　・e1…ti。・tim・・f　the・e・i・ti・g　m・皿・・t・iti・v・「y

1表のように剛性率や断面形の明確な金属でのモーメン　　　important　to　find　the　v31ue　Qf　the　minate　and　accu「ate

トと一一っ一っチエジク出来ぬ程微小換り力であるので，　　　resisting　moment・

本機の使用に当つては，もつと微細に亘つて理論的に之　　　　Using　the　Coueヒte－・Hatschek　ApPnratus・　the

が研究を必要とする。忙しい実験であつて円筒の末端効　　　resisting　moment　may　be　found　from　the　number。f

果の計算も，内外円筒の両職が完全に自働的一致を醤る　　　revolution　of　the　external　cylinder　and　the　viscosity　ot

ような工夫も，円筒面の粗滑の問題も豪だ吟味してな　　　the　air　between　the　external　and　internal　cylinders・

い。上の実験結果から想1象したように．低速度回転による　　　　工twill　be　seen　by　checking　the　balancing　moment

方が正確な値を得られるとすれば，外部円筒内に晶ユー　　　of　the　suspended　wire　of　the　internal　cylinder　that　the

トン液体を入れてその粘性を利用する方が或はより良い　　　few　experimental　results　obtained　are　not　yet　satlsfa一

結果が期待出来るかも知れない。之等の詳細に亘る研究　　　ctory．　However，　success　will　be　expecヒed　by　elevating

は今後続けて見るつもりである。この装置が成功・すれ　　　the　precision　of　thθapparatus　and　the　technit　lue　of

ば，絹糸，紡綾糸の撚抗九撚七ッテソグ効果，繊維　　e・periments・

内に蓄え得るエネルギー，或は一定歪みに紺する緩和時


